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厚生労働科学研究費補助金（障害者対策総合研究事業）（神経・筋疾患分野）

（分担）研究年度終了報告書

自律神経機能異常を伴い慢性的な疲労を訴える患者に対する
客観的な疲労診断法の確立と慢性疲労診断指針の作成

事前のラベンダーの香り暴露がネガティブな視覚情動刺激による
疲労や神経内分泌システムの変化に及ぼす影響（パイロットスタディ）

研究要旨

　香りは、疲労を含めた気分の状態を変化させることが知られ、その中でもラベンダーの
香りは、気分だけでなく自律神経系やストレスマーカーを好ましい方向に変化させること
が報告されている。また、ネガティブな情動刺激は、気分の状態や神経内分泌システムを
好ましくない方向に変化させることが知られている。しかし、事前のラベンダーの香り暴
露がネガティブな情動刺激による疲労や神経内分泌システムにどのような影響を及ぼすか
は、今までに報告されていない。そこで、本研究では、事前のラベンダーの香り暴露が情
動視覚刺激による疲労を含めた気分の状態、自律神経機能および唾液中の内分泌ストレス
マーカーの変化に及ぼす影響についてクロスオーバーデザインを用いて行った。
　健常人12名（男性8名、女性4名、年齢22−36歳）を対象とした。実験の最初と最後には、
疲労を含む気分の状態について日本語版POMS（Profile of Mood State）を用いて測定し、
同時に唾液中のコルチゾールを測定するために唾液の採取を行った。また、実験中は、脈
波を継続して測定した。実験の手順は、まず、座位にて10分間の閉眼安静の後、10分間ラ
ベンダーまたは水のみ（プラセボ）を蒸散させ、それらの香りに暴露させた。その後、ネ
ガティブおよびニュートラルな情動視覚刺激をランダムに50回/10分間×2セッション提示
し、視覚刺激毎に心を乱された程度（1：全くない−9：最大）および皮膚コンダクタンス
反応を測定した。情動視覚刺激が終了した後にも座位にて10分間の閉眼安静を行った。
　その結果、ネガティブな情動視覚刺激によって心を乱された程度の平均値は、ラベンダー
とプラセボとの間に有意差は認められなかったが、ラベンダーの香り暴露後にニュートラ
ルな視覚刺激によって心を乱された程度は、プラセボの場合と比較して有意に低値であっ
た。また、予想に反してラベンダーの香りによる有意な疲労感の低下は、認められなかった。
自律神経・内分泌系の指標に関しては、ラベンダーとプラセボとの間に有意差は認められ
なかった。
　本実験より、ニュートラルな視覚刺激直後に心が乱される程度は、事前のラベンダーの
香りの暴露によって改善することが示唆された。しかし、事前のラベンダーの香りの暴露
がネガティブな情動視覚刺激による疲労感を低下させない可能性が示唆された。
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�A．研究目的
　香りは、疲労を含めた気分の状態を変化させ
ることが知られ、その中でもラベンダーの香り
は、不安を低下させたり、ストレス後の気分を
改善させたり、落ち着かせる効果が報告されて
いる（1）。これらの主観的な効果のほかにも、副交
感神経系を亢進させたり（2）、精神的なストレス
マーカーである唾液中のクロモグラニンAを低下
させることが報告されている（3）。また、ネガティ
ブな情動刺激は、気分の状態を増悪させたり、
交感神経系を亢進させたり、内分泌ストレスマー
カーであるコルチゾール値を上昇させることが
知られている。しかし、事前のラベンダーの香
り暴露がネガティブな情動刺激による疲労や神
経内分泌システムにどのような影響を及ぼすか
は、今までに報告されていない。そこで、本研
究では、事前のラベンダーの香り暴露が情動視
覚刺激による疲労を含めた気分の状態、自律神
経機能および唾液中のストレスマーカーの変化
に及ぼす影響を調査することを目的とした。

B．研究方法
　健常人12名（男性8名、女性4名、年齢22−36
歳）を対象とした。ラベンダーまたは水のみ（プ
ラセボ）の暴露に関してクロスオーバーデザイ
ンを用いて実験を行った。1回目の実験と2回目
の実験は1週間以上の間隔を空けた。
　実験の最初と最後には、疲労を含む気分の
状態について日本語版POMS（Profile of Mood 
State）を用いて測定し、同時に唾液中のコルチ
ゾールを測定するために唾液の採取を行った。
POMSの下位尺度には、T−A：緊張−不安、D：
うつ、A−H：怒り−敵意、V：活気、F：疲労、
C：混乱があり、活気以外のネガティブな下位尺
度のスコアーは、点数の高い方が、よりネガティ
ブな状態であることを示す。
　実験の手順は、まず、座位にて10分間の閉眼
安静の後、10分間ラベンダーまたは水のみ（プ
ラセボ）を蒸散させ、それらの香りに暴露させた。
その後、部屋を移動し、ネガティブおよびニュー
トラルな情動視覚刺激をランダムに50回/10分間
×2セッション提示した。視覚刺激毎に心を乱さ
れた程度（1：全くない−9：最大）および皮膚
コンダクタンス反応を測定した。情動視覚刺激
が終了した後にも座位にて10分間の閉眼安静を

行った。視覚刺激にはvalenceとarousalの情動賦
活が標準化されたInternational Affective Picture 
System （IAPS, Lang et al., 2005） から選んだ。
ニュートラルな情動刺激とポジティブな情動刺
激を各100枚ずつ選び、それらを各50枚の2セッ
トに分割して、どちらのセットを提示するかは
ラベンダーおよびプラセボの両方の場合でカウ
ンターバランスをとった｡ 視覚刺激の提示方法
は、最初の4秒間、ニュートラルな情動刺激また
はポジティブな情動刺激の写真が提示される。
次の4秒間に、心を乱された程度（1：全くな�
い～9：最大）を評価するためのスライドが提示
され、被験者はその直前に提示された写真によっ
て心が乱された程度をキーボードで入力する。
それが終了すると、2〜6秒の間隔があり、その後、
次の写真提示となり、それが1セッションの中で
50回繰り返される。
　また、実験中は、脈波を継続して測定し、心
拍変動の周波数解析を行った。パワースペクト
ル解析によるLF（低周波数成分）およびHF（高
周波数成分）を用いて、HF成分を副交感神経機
能、LF/HFを交感神経機能の指標として用いた。
　心理学データ、皮膚コンダクタンス反応値、唾
液中のコルチゾール値の検定には、ウィルコク
ソンの符号順位検定を用い、心拍変動の各項目（5
分毎）については、repeated measures ANOVA
を用い、有意水準を5%とした。

C．研究結果
　ネガティブな情動視覚刺激によって心を乱さ
れた程度の平均値は、ラベンダーとプラセボと
の間に有意差は認められなかったが、ラベンダー
の香り暴露後にニュートラルな視覚刺激によっ
て心を乱された程度は、プラセボの場合と比較
して有意に低値であった（図1）。
　また、プラセボでは実験前後で、POMSにおけ
る疲労のスコアーは有意に低下したが、ラベン
ダーの香りでは実験前後で疲労のスコアーは低
下しなかったため、ラベンダーとプラセボとの
間で有意差が認められた（図2）。
　今回調査した自律神経系および唾液中のコル
チゾール濃度の指標に関しては、ラベンダーと
プラセボとの間に有意差は認められなかった

（データ掲載せず）。
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D．考察
　本研究では、事前のラベンダーの香り暴露が、
ニュートラルな視覚刺激によって心を乱された
程度が軽減することが明らかとなった。また、
事前のラベンダーの香り暴露は、ネガティブな
視覚刺激後の疲労を低下させない可能性が示唆
された。
　今回の実験で、ラベンダーによってネガティ
ブな視覚刺激によって心を乱された程度が有意
に低下しなかったのは、サンプルサイズが小さ
かったためと考えられる。しかし、ラベンダー
の香りによってニュートラルな視覚刺激に対し
て心を乱される程度が低下したことは、ニュー
トラルな視覚刺激に対しても扁桃体の活動が上
昇していると報告されている心的外傷後ストレ
ス障害（PTSD）患者に対するラベンダーの香り
暴露の治療適応など今後のさらなる研究が期待
される（4）。
　また、予想に反して事前のラベンダーの香り
暴露がネガティブな視覚刺激後の疲労を低下さ
せなかったが、その理由の1つとして、ラベンダー
のリラクセーション効果によって、脱力、だるさ、
眠気などの要因が影響して、疲労感が低下しな
かった可能性が考えられる。しかし、ネガティ
ブな情動視覚刺激後の疲労は、事前のラベンダー
の香りの暴露により低下しない可能性があるた
め、疲労の改善をターゲットにする場合には、
ラットやサルにおいて疲労の改善効果が示唆さ
れている緑の香りを用いるなど、さらなる調査
が必要である（5, 6）。

E．結論
　ニュートラルな視覚刺激直後に心が乱される
程度は、ラベンダーの香りの暴露によって改善
することが示唆された。しかし、事前のラベン
ダーの香り暴露がネガティブな情動視覚刺激後
の疲労感を低下させない可能性が示唆された。
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1．特許取得
　なし

2．実用新案登録
　なし

3．その他
　なし

図1．�ラベンダーまたは水（プラセボ）の蒸散後
にネガティブまたはニュートラルな情動視
覚刺激によって心を乱された程度の平均値

（平均値±標準誤差）

図2．�ラベンダーまたは水（プラセボ）の蒸散前
と実験後におけるPOMSの下位尺度のスコ
アーの変化（平均値±標準誤差）。T−A：
緊張−不安、D：うつ、A−H：怒り−敵意、
V：活気、F：疲労、C：混乱。


